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ガラスがわれたら(速)修理！

TEL(０８４)９８７－２６６９

オカザキアルミ建材
福山市沼隈町草深１２８６－４

◎プラマードＵエコ内窓

◎サッシ取替 ◎テラス・カ-ポ-ト

◎玄関・勝手口・取替 ◎門扉・フェンス

◎雨戸・シャッタ-工事 ◎網戸・カギ・戸車

デイサービスふくしでは、うつみ音頭保存会の皆さんにお越しいただき、フォークダン

スなど８曲を華やかに、賑やかに披露していただきました。またご利用者様、職員も前に

出て一緒に参加して踊ったり、午後のデイサービスを盛り上げていただきました。

インタビュー（会長：榊原玲子さん）記事 6ページ

玉葉会書道教室

沼隈教室…火曜・金曜

姫路教室…水曜

本町教室…木曜

沖野上教室…土曜

(０８４－９８８－１３００
（中村）

http://suzuri.yaekumo.com/

（詳細・地図・カレンダー）
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９８７－２５１３
沼隈町草深１８３３ｰ１

給排水衛生設備工事

上下水道 設計・施工

三谷設備工業(有)

TEL ９８７－３９３９(代)

FAX ９８７－５２２５

福山市指定給水装置工事店

沼隈町能登原１９３４

（有）カーバンク･トーア
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平
成
二
十
七
年
度
介
護
報
酬
改
定
は
九
年
ぶ
り
の
マ
イ

ナ
ス
改
定
と
な
り
、
二･

二
七
％
も
の
大
幅
な
引
き
下
げ
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
味
は
、
基
本
報
酬
単
価
の
大
幅

な
削
減
を
各
種
加
算
で
補
う
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
や
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
を
両
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
沼
隈
社
会
福
祉
協
会
の
全

職
員
が
報
酬
改
定
の
趣
旨
を
十
分
理
解
し
、
各
種
加
算
の

取
得
が
可
能
と
な
る
よ
う
計
画
的
な
職
場
内
研
修
や
県
老

人
福
祉
施
設
連
盟
な
ど
が
実
施
す
る
実
務
的
な
研
修
会
等

に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
職
員
の
資
質
の
向
上
や

経
営
の
安
定
化
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
二
十
七
年
度
は
、
新
社
会
福
祉
法
人
会
計

基
準
に
移
行
し
て
の
初
年
度
で
あ
り
ま
し
た
。
社
会
福
祉

法
人
が
行
う
全
て
の
事
業
（
社
会
福
祉
事
業
、
公
益
事
業
、

収
益
事
業
）
を
適
用
対
象
と
し
、
①
法
人
全
体
の
財
務
状

況
を
明
ら
か
に
す
る
、
②
経
営
分
析
を
可
能
に
す
る
、
③

外
部
へ
の
情
報
公
開
に
資
す
る
こ
と
を
基
本
的
な
考
え
方

と
す
る
新
会
計
基
準
で
の
運
用
は
、
当
協
会
は
比
較
的
円

滑
に
移
行
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
ば
べ
の
木
」
作
業
所
は
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
就

労
継
続
支
援
（
Ｂ
型
）
へ
移
行
し
て
三
年
目
に
な
り
ま
し

た
。
利
用
者
は
口
コ
ミ
等
も
あ
っ
て
徐
々
に
増
加
し
て
お

り
、
施
設
外
就
労
や
内
職
事
業
サ
ー
ビ
ス
内
容
も
充
実
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
広
報
活
動
に
つ
い
て
は
、
定
例
の
内
部

平
成
二
十
七
年
度

沼
隈
社
会
福
祉
協
会

事
業
報
告

会
議
を
開
い
て
広
報
紙
の
内
容
の
充
実
と
共
に
福
祉
情
報

の
提
供
と
周
知
に
努
め
ま
し
た
。
通
所
介
護
の
利
用
者
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
利
用
者
の
立
場
に
立
ち
、
利
用

者
本
位
の
温
も
り
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
ご
利
用

者
・
ご
家
族
の
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
が
効
果
を
上
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
は
開
設
か
ら
二
年
目
を
迎
え
、
利
用
者
の
中
に
事

業
と
し
て
定
着
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

○
活
動
内
容

１
、
受
託
事
業(

福
山
市
か
ら
の
委
託
に
基
づ
く
事
業)

①
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

在
宅
支
援
の
た
め
の
栄
養
改
善
と
安
否
確
認
を
目
的
に
、

一
人
暮
ら
し
及
び
二
人
暮
ら
し
高
齢
世
帯
、
身
体
障
が
い

者
世
帯
及
び
そ
れ
に
準
ず
る
世
帯
で
調
理
等
が
困
難
な
人

に
対
し
て
保
温
容
器
に
て
三
六
五
日
昼
食
・
夕
食
を
配
達

し
ま
し
た
。

②
地
域
包
括
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
」

と
し
て
、
個
々
の
高
齢
者
の
状
況
や
そ
の
変
化
に
応
じ
て

介
護
・
福
祉
・
医
療
を
は
じ
め
様
々
な
支
援
が
継
続
的
か

つ
包
括
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
し
た
。
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詳しくは･･･

(084)-987-0924まで

ふくしだよりでは、広告を掲載して

くださる企業様を募集しております。
車のことならご相談下さい

福山市沼隈町能登原2493-1
（岩船水産の前）

FAX兼(084)-987-0047

③
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
運
営
事
業

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
で
、
居
宅
で
の
生
活
が
困
難

な
自
立
の
人
が
入
居
、
在
宅
生
活
を
支
援
し
ま
し
た
。

２
、
自
主
事
業

①
居
宅
介
護
支
援
事
業

「
利
用
者
の
尊
厳
と
そ
の
意
向
を
尊
重
し
て
総
合
的
に
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
支
援
す
る
」
を
基
本
に
実
施

し
ま
し
た
。
要
支
援
・
要
介
護
者
は
も
ち
ろ
ん
、
独
居
高

齢
者
・
認
知
症
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
介
護
予
防
と
し
て

地
域
支
援
事
業
対
象
者
も
含
め
幅
広
い
継
続
し
た
支
援
・

相
談
を
提
供
し
ま
し
た
。
介
護
保
険
並
び
に
新
し
い
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
切
れ

目
な
く
提
供
が
で
き
る
包
括
的
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し

ま
し
た
。

②
訪
問
介
護
事
業

介
護
保
険
及
び
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

に
よ
る
訪
問
介
護
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に
よ
る
身
体
障

が
い
者
、
精
神
障
が
い
者
へ
の
居
宅
介
護
を
提
供
し
、
利

用
者
が
可
能
な
限
り
自
宅
に
お
い
て
、
そ
の
有
す
る
能
力

に
応
じ
た
日
常
生
活
を
安
心
し
て
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
支
援
し
ま
し
た
。

③
福
祉
用
具
貸
与
・
販
売
事
業

福
祉
用
具
が
必
要
な
利
用
者
に
対
し
、
状
態
に
応
じ
た

適
切
な
福
祉
用
具
を
貸
与
す
る
こ
と
に
よ
り
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
維

持
向
上
、
身
体
機
能
の
回
復
、
介
護
者
の
介
護
負
担
の
軽

減
を
図
り
ま
し
た
。
利
用
者
に
応
じ
た
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ

レ
や
杖
や
紙
オ
ム
ツ
等
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

④
通
所
介
護
事
業

個
別
的
か
つ
適
切
な
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
、
重
度

要
介
護
利
用
者
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
医
療
・
看

護
・
介
護
の
連
携
を
重
視
し
ま
し
た
。
入
浴
・
食
事
・
排

泄
・
生
活
動
作
訓
練
等
に
力
を
注
ぎ
、
足
湯
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
の
交
流
等
楽
し
い
一
日
を
提
供
し
、
住
み
慣
れ
た

自
宅
・
地
域
で
の
在
宅
生
活
の
継
続
を
支
援
し
ま
し
た
。

⑤
訪
問
看
護
事
業

在
宅
の
療
養
者
が
主
体
性
を
持
っ
て
健
康
の
自
己
管
理

と
必
要
な
資
源
を
活
用
し
、
生
活
の
質
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
在
宅
療
養
者
及
び
家
族
の
健
康
の
保
持･

増
進

･

回
復
を
図
り
、
疾
病
や
障
が
い
に
よ
る
影
響
を
最
小
限
に

と
ど
め
、
ま
た
安
ら
か
な
終
末
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
療
養
生
活
を
支
援
し
必
要
な
看
護
の
提
供
・
助
言
を

行
い
ま
し
た
。

⑥
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業

利
用
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
就
労
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
生
活
活
動
そ
の
他
の
活
動
機
会
の
提
供
を
通
じ
て
、

知
識
及
び
能
力
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
、
そ
の
他

の
便
宜
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
行
い
ま
し
た
。

⑦
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

利
用
者
の
状
態
や
必
要
に
応
じ
て
、「
通
い
」
を
中
心
に

「
訪
問
」「
宿
泊
」
の
３
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
在
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
、
い
つ
も
顔
な
じ
み
の
職
員
が
、

住
み
慣
れ
た
自
宅
・
地
域
で
の
生
活
を
継
続
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
し
た
。
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○寝台車手配 ○火葬許可書取得 ○葬祭会館予約
○霊柩車・バス・粗供養品・はがき印刷・遺影写真・
料理・生花・盛かご・花輪など、葬儀に必要なこと
をすべて手配いたします。

福山市沼隈町草深1992-4

TEL(084)-987-2517

平成 28 年 4 月 1 日、沼隈社会福祉協会機構改革・人事異動を行いました。法人設立から福山市南
部地域における法人の役割や使命について検討を重ねてまいりました。来たる、2025 年に向けた地域
包括ケアシステム構築に向けての動きや、社会福祉法人制度改革における動きの中で、今後益々地域

に根ざし、地域と共により一層透明性の高い法人を目指していかなければなりません。そのためにも、

各々のサービス事業所単独ではなく、法人としてサービスが連携から融合に転換し、生計困難者や独

居・高齢者世帯等の様々な福祉ニーズに柔軟に対応できることを目指します。また、職員のキャリア

アップ制度を明確化し、福祉従事者としての専門性を深め、知識・技術・能力の向上を図りご利用者

様へ質の高いケアを提供することを目指します。この２点の目標を達成するため、新たに副施設長を

配置し、2名の所長のもと事業を展開していきます。
今後とも地域住民の皆様のご協力を頂きながら、『最後まで地域で生活をしたい』とのご利用者様

の願いに最も寄り添える法人として、関係機関と連携を図り、安心した在宅生活の提供に努めていき

ますので宜しくお願いします。
理事長 佐藤 豪 施設長 武田 淳

今年度より、老人福祉センター事業所の所長に任命されました古石と申します。

私は今まで相談業務を中心としてご利用者様やご家族様、地域の皆様と関わる機

会を頂いておりました。今後も相談業務に従事しながら、多機能センターとの連

携や協力体制を構築し、地域の皆様と協働で地域の課題について取り組んでいき

たいと考えております。若輩者ではありますが今後とも宜しくお願いいたします。

今年度より、多機能センター事業所の所長に任命されました藤井と申します。

これまで主に通所介護と小規模多機能でご利用者様・ご家族様と直接関わらせて

いただく中で「誠意と創意」を大切にし、ご利用者様の心からの満足と自立支援

に結びつくよう取り組んでまいりました。今後もあらゆるニーズに対応すべく事

業所間や地域との連携強化を図り、在宅生活が安心して送られるようスタッフ一

同、心を込めて支援させていただきます。宜しくお願いいたします。藤井 一也

古石 祥章

今年度より、副施設長に任命されました箱田と申します。前身の沼隈町社会福祉

協議会を経て、平成２４年度より多機能センター事業所長として、平成２７年度は

老人福祉センター所長を兼務し、デイサービス事業を中心にご利用者様と直接関わ

る機会を頂いておりました。今年度からは副施設長として法人として目指すべき方

向性に基づき両所長と連携を密にし、地域の皆様と共に、「いつまでも住み慣れた地

域で暮らしたい…」の実現に向けて取り組みますので宜しくお願いいたします。箱田 篤憲



 

第二回 レンタルふくしのおすすめ福祉用具は、置くだ

けで設置が簡単！！『たちあっぷ』をご紹介します。

普段、何気なく暮らしている家の中には「玄関への出入り」「階

段の昇り降り」「トイレや浴室に行ったり」「居間で座ったり立った

り」「寝室で就寝」するなど、思った以上に家の中での移動が多い

ことが分かります。しかし、加齢に伴い身体が衰えてきたり、動作

がスムーズにできなくなった場合、移動が困難になってくると思い

ます 居室・寝室では、立ち座り、歩行など様々な動きをするため、

工事を伴う手すりの設置では動きの邪魔になることがあります。この様な場合、置くだけの「たち

あっぷ」は簡単に手すりが設置でき「立ち上がり」から「歩行」までをサポートいたします。

ベッドやお布団、ソファーからの立ち上がりがむずかしくなってきていませんか？
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新築・増改築、承ります！ 

  住宅の改修から 

建具の取替等の小さな

修理も承ります！ 

 

 一級建築士事務所 

サンセイハウジング株式会社

 

Email sansei@mx41.tiki.ne.jp
URL http://ww41.tiki.ne.jp/~sansei/

沼隈町草深2785-248

℡ (084) 987-3902

道の駅 アリストぬまくま
定休日 年始(1/1～1/3)

ぬまくまハーブガーデン
営業時間 ８：００～１６：００

日替りランチ (ｻﾗﾀﾞ・ｽｰﾌﾟ付)

自由市場
営業時間 ８：００～１６：００

地産地消にこだわった産直市場です。

そば処ぬまくま
営業時間 １１：００～１４：３０

自家製粉のこだわりのおそばを提供。

内 容・・・お弁当の配達・安否確認

日 時・・・AM １０：００～ PM １２：００頃

PM ３：００～ PM ５：００頃

※日曜日のみ、午前のみ等でも OK

配達料金・・・（一回）１，５４０円

その他・・・要普通自動車免許

高齢者の在宅生活を、食事の面から支

援していただく「配食ボランティア」さ

んを募集しております。

1 置くだけで手すりが設置可能：床や壁を傷つけません。
2 しっかりした作りで安定感バツグン。
3 握りやすい木目調仕上げでお部屋にマッチします。
4 さまざまなシーンに合わせたバリエーション豊富なラインナップ。

寝室(布団) 寝室(ベッド)

「つながるくん」で「たちあっぷ」

同士を連結することでベッドから

の起き上がり・立ち上がりを補助

するだけではなく、移動補助手す

りとしてもお使いいただけます。 居間

介護保険適用

連絡先： 084-987-0924 担当： 桝井・田中
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「家族葬などの
小規模なお葬式」
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ふるたに葬祭

＊見学は随時受け付けております。

いつでもお電話ください。

ếܣ૎Ềທᬗᄎचᇺ಼࢘ổỗỘ

ế᭐ែỀỔỜỘƆờỜớƆỔỘờỘ

὆὜ἰἼᗽቘ಼࢘Ϝ᯻

四季折々の素材で

大切なお客様をおもてなし。

男の料理教室
鶏の唐揚げ

《 材 料 》 （4人分）
鶏もも肉・・・・２枚
しお ・・・・1個
みりん、しょうゆ・・・・各大１
小麦粉・・・・大２
かたくり粉・・・・大2
カレー粉・・・・小１
ガーリック粉・・・・小１
パプリカ粉・・・・小１
レモン レタス ミニトマト 揚げ油

《 作り方 》
① 鶏肉は筋切りにして、大きめの１口大に切ってボー

ルに入れて、（ａ）を加えてよくもみこむ。

② ビニール袋を用意して、小麦粉、片栗粉を合わせ

て入れ、その中に鶏肉を入れ振って粉をまぶす。

③ 揚げ油を用意。１７０℃～１７５℃に熱して、鶏肉をき

つね色になるまでカリッと揚げる。

④ 油をしっかり切って、（ｂ）のスパイスパウダーをふ

りかける。

⑤ レモン、レタス、ミニトマトを飾る。

(本日の献立) タケノコご飯 鶏の唐揚げ
ポテトサラダ 清汁

「うつみ音頭保存会」･･･ 平成14年11月に現会長の榊

原さんの声掛けでうつみ音頭継承のため結成されました。現

在、50～70代の11名で活動。うつみ音頭だけでなく、可愛い

衣装を着て踊るフォークダンス、また7年前から日本舞踊 若柳

流師範 長田志寿先生の指導のもと、歌謡曲やなじみのある曲で新

たな振り付けを覚えるなど、慰問先などで皆さんが楽しんでもらえる

よう、週一回レッスンに励んでおられます。

「活動内容」･･･福山市のばら祭りパレード出場から始まり、Ｈ17年から沼隈、内海町の施設への慰問や

観光協会による魚まつり、敬老会や生涯学習まつりなど地元の行事で踊りを披露し、地元内海町を盛り上げ、

地域の皆さんを楽しませています。また、近年では若柳流 若寿会 太鼓と舞の祭典や福山市市制施行百周年

記念事業 日本舞踊の祭典に出場するなど、活動の場を広げています。これらの活発な活動は、地域のイメ

ージアップ、ＰＲにつながり高く評価されていることから平成26年12月には、福山市善行市民表彰(団体の

部)を受賞されました。

「願い･･」･･･Ｓ60年、旧内海町制30周年を記念して制作されたうつみ音頭を後世に残したい、

その一心で学校や父兄の皆さんに呼びかけています。盆踊りのようにみんな挙ってうつみ音頭を

大切に踊って、継げていってほしいと話されます。また一緒にうつみ音頭を盛り上げて下さる方、

踊りに興味がある方、体を動かしたい方、町内外問わずメンバーを募集しているそうです。

うつみ音頭保存会の紹介

▲ご利用者様も一緒にダンスを楽しみます

デイサービスでの一コマ

ａ

ｂ
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山陽給食センター

本社／工場 福山市曙町３丁目２９－８

5０８４－９５３－６０００(代)

御料理／折詰部 松 葉

明日へ築く会社へ
スタミナの供給

『ご利用者様にとって安全で最適なサービスの提供のために』

沼隈社会福祉協会では、老人福祉施設連盟や広島県シルバーサービス振興会等の実施する外部研

修に積極的に参加するとともに毎月全職員を対象とした内部研修を実施しています。ご利用者様へ

の安全で最適なサービスを提供するために、沼隈社会福祉協会の理念や重点目標を理解し、職員心

得を熟知した上で、各所属部門の専門職種のスキルアップに必要な情報の伝達や介護技術の研修は

もちろんのこと、労働衛生に関することや職場環境に関することなどについても全職員が共通認識

のもとにご利用者様に向き合えるように日々研鑽しています。

四月と五月の内部研修は、当協会の理念や重点目標とサービス展開について共通認識を図り、倫

理と法令遵守とプライバシー保護についての意識の向上を図りました。心と身体と介護技術の向上

を図り、安全で適切なサービスを笑顔で提供できる事業所を目指しています。
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J送迎をサービス致します!

J技術料の¥1.000～¥1.500を割引!
以上のサービス(シルバーパスポート)を

導入しております。

"土･日･祝日を除く平日ご利用の方対象です

お気軽に、ご予約(お電話)下さい(*^∇^*)

☎フリーダヤル 0120 - 89 - 1345

ヘアー&フェイスサロン

沼隈社会福祉協会ふくしだより第１１０号
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新築・増改築・エクステリア

施工・管理

(株)マ ッ ク ハウジング

代表 河 野 正 己

草深1805-3 5９８７-２０１７ FAX９８７－２０３４
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上山南383-1 TEL ９８８-１５１８
ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ ０１２０-９２-８１５１

65歳以上の

方に朗報 !!
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平成28年熊本地震災害義援金募金箱の設置について

沼隈社会福祉協会では、地震発

生直後より1階受付にて義援金募金

箱の設置を行っています。現在も

受け付けておりますので皆様の温

かいご支援をよろしくお願いしま

す。またお寄せ頂いた義援金につ

いては、ふくしだよりにて報告させていただきます。

世帯と人口統計(福山市ホームページより）
平成２８年５月末

沼隈町 前月比
世帯数 5,078世帯 （-30）
男 5,935名 (31）
女 5,706名 （3）

内海町 前月比
世帯数 1,279世帯 （4）
男 1,247名 （-1）
女 1,424名 （-4）

青
山


